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１ 自己点検・評価の実施体制等 

 ネットワーク情報学部では 2019（平成 31）年度にカリキュラム改正を行い、データと

数理に基づいて問題分析・解決を行う Sコースと、ユーザとの対話に基づいて問題発見・

解決を行う Dコースを設置した。さらに、数理・データサイエンス・AI に関する知識及

び技術について体系的な教育を行い、数理・データサイエンス・AI を活用して課題を解

決するための実践的な能力を育成することを目的に【表１】の科目を設置した。 

これらの科目は、数理・データサイエンス・AI教育認定プログラム（応用基礎レベル）

の要件を満たすよう、ネットワーク情報学部教務委員会において授業内容の改善やシラバ

スの第３者チェックを行い、質の向上を図るとともに、「Siデータサイエンス教育プログ

ラム（基礎リテラシーレベル）」（令和４年度設置）を深化させたプログラムと位置付ける

ことから、「Siデータサイエンス教育プログラム（応用基礎レベル）〈ネットワーク情報学

部〉」とする。（以下、「応用基礎レベル」という。） 

なお、自己点検・評価については、【表２】の実施体制の下、自己点検・評価活動を実

施した。 

 

【表１】 

科 目 名 単位数 

プログラミングと数理 ２ 

基礎演習 S ４ 

特殊講義（人工知能入門） ２ 

応用基礎（データサイエンス） ４ 

データサイエンス演習１ ２ 

データサイエンス演習２ ２ 

 

【表２】 

委員会等 役  割 

専修大学数理・データサイエンス・AI教育運営委員会 プログラムの運営責任者 

専修大学数理・データサイエンス・AI教育運営委員会 プログラムの改善・進化 

専修大学 自己点検・評価委員会 

数理・データサイエンス・AI 教育自己点検・評価実施委員会 
プログラムの自己点検・評価 

 

２ 自己点検・評価の方法と点検・評価項目 

 自己点検・評価に際しては、「応用基礎レベル」の質向上の観点から、評価の視点を

【学内からの視点】と【学外からの視点】に大別し、さらに、それぞれに下位項目を設定

した。 
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【学内からの視点】 

（１）「応用基礎レベル」の学修成果について 

（２）「応用基礎レベル」に関わる授業科目の教育内容・方法の把握と改善支援について 

（３）「応用基礎レベル」の履修状況の把握と改善について 

 

【学外からの視点】 

（１） 産業界からの視点を含めた「応用基礎レベル」の教育内容・方法について 

 

３ 自己点検・評価結果 

【学内からの視点】 

（１）「応用基礎レベル」の学修成果について（添付資料①参照） 

 １）調査概要と修了要件について 

   ネットワーク情報学部では、2019（平成 31）年度入学者を対象として、添付資料①

P3 のとおり、「応用基礎レベル」の修了要件を設けている。 

   この度、本運営委員会では「応用基礎レベル」における学修成果を把握するため、

ネットワーク情報学部 Sコース所属の学生を対象として、「修了能力認定 S」において

学生が提出した学修ポートフォリオ1の検証を行った。 

   調査方法としては、本運営委員会所属の教職員が手分けして、「修了能力認定 S」に

おいて学生が提出した学修ポートフォリオの内容を確認し、そのうえで優れた取り組

みを行った学生の抽出作業を行った。 

   さらに、調査時点における「応用基礎レベル」の修了者（６名）に対して、アンケ

ート調査（Google Form で調査）を実施したところ、１名の学生から回答があった。

その回答結果については、後述の【事例紹介④】などにおいて紹介する。 

  

 ２）事例紹介に基づく学修成果の把握について 

   本運営委員会では、ネットワーク情報学部の学生が提出した学修ポートフォリオの

なかから、優れた取り組みとして５件の事例を抽出した。以下にその概要を紹介す

る。なお詳細については、添付資料①P5～P10 を参照いただきたい。 

 

 ア）【事例紹介①】～「プライバシーに配慮した混雑緩和システム」の開発～ 

  これは、新型コロナウイルス感染拡大の影響により混雑回避の重要性が高まり、同時

に混雑状況を知ることができるソリューションにも注目が集まるなか、カメラを用いた

ソリューションでは、いつ誰がどこにいたか、といったプライバシーに関する社会的問

                                                      
1 ネットワーク情報学部所属の学生は、学修ポートフォリオを通じて４年間の学びの成⾧

を記録している。 



3 

 

題も発生することから、その課題を解決するため、カメラに工学的加工を施し、個人が

特定できない程度にぼかした画像から機械学習を用いて混雑度を分析する研究・開発を

行った事例である。 

  個人のプライバシーを守るためにも、カメラをクラッキングされてもプライバシーを

守れるレベルのものを作るにはどうすれば良いかという観点から議論を行い、そのうえ

で、イメージセンサが画を捉える前の段階でピントをずらす等の光学的方法で個人を特

定できないレベルの画像を作れるのではないかという着想に至ったことは、高く評価で

きる。さらに、ぼかされた画像から人数や混雑度を特定する既存の手法は存在しなかっ

たため、TensorFlow2(Keras)や Django3, Docker4等の技術を学生自らが学修し、自分た

ちで混雑度を分析するモデルを作成し、ぼけた画像から混雑度を解析できるシステムを

開発した点は非常に高く評価できる。これらのことから、ネットワーク情報学部が重視

する「社会における問題を発見・解決」「人間・社会・多様な文化・価値観・新たな情

報技術・関連する学問に関する考慮」「それらに関する知識・技術を自ら学習」を学生

自らが体現した好事例といえる。 

 

イ）【事例紹介②】～データサイエンスの観点から環境問題についての研究～ 

 データサイエンスの基本的な概念と手法、応用例を学ぶことにより、それらを応用した

【事例紹介②】は、学生たちが試行錯誤を繰り返しながら、数多の過去の地震データを研

究の過程で分析し、メディアで頻出する「今後 30年で首都直下型地震が発生する確率は

70%超」という説の確かさを、指数分布・ポアソン分布にて証明した研究である。 

 

ウ）【事例紹介③】～データサイエンスを活用した金融商品の資産運用～ 

 「応用演習（データサイエンス）」を通じて、実践的スキルを活用した【事例紹介③】

では、金融商品を資産運用する際、どのような金融商品にどの程度の比率で投資するかに

ついて、グループに分かれて考えて発表するという演習課題に取り組んだ。投資の条件と

して、①上場・公募されている銘柄であること、②５銘柄以上、③投資信託・REIT 株式を

１銘柄以上、④海外企業の株式・REIT・投資信託を１銘柄以上という現実的な条件を設け

ている。 

 この演習科目において、学生が基本的なデータサイエンスのスキルを活用しながら、グ

ループとして金融商品の資産運用に関する考察を取りまとめ、発表することができた事例

                                                      
2 Google 社が開発した機械学習用フレームワークを指す。 
3 Web アプリケーションフレームワークの一つ。様々な機能を搭載していて、簡単な Web

アプリケーションであれば、ものの数分で完成できることもある。 
4 アプリケーションをすばやく構築、テスト、デプロイできるソフトウェアプラットフォ

ームを指す。 
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である。 

 

エ）【事例紹介④】～骨格認識を活用した投球フォームの分析～ 

 AI の基本的な概念と手法、応用例を学ぶことにより、AI技術を活用し課題解決につな

げるための手法を見出した【事例紹介④】は、OpenPose5を活用しプロ野球選手の投球フォ

ームの分析を行うことで理想の投球フォームを研究し、実際に学生が 140 キロの球速を出

せるかどうかを実験した意欲的な研究である。結果として、当該学生は目標に掲げた 140

キロには届かなかったが、13キロ球速をあげ、134 キロのストレートを投げられるように

なった（当該学生の当初の球速は 121 キロであった。）。 

 また、当該学生に対して、「応用基礎レベル」に関するアンケート調査を実施したとこ

ろ、「特殊講義（人工知能入門）」や「データサイエンス演習」による学修を通じて、人工

知能を活用した投球フォームの研究に繋がったとの回答があった。 

 

オ）【事例紹介⑤】 

 【事例紹介⑤】は、AI技術を活用した自動作曲のアプリ開発である。これは「誰でも簡

単にできる新しい作曲体験」を目的として、機械学習の技術を活用することで、ユーザの

好みの自動判別および自動作曲を行うアプリを開発した事例である。複数の曲から好みの

一曲を選択することでユーザの好みを自動判別し、ユーザの好みに沿った既存の曲のコー

ド進行をもとにオリジナル曲を自動作曲することができた。 

 

カ）事例紹介のまとめ 

 S コース所属の学生のなかには、当該カリキュラムでの学びを通じて、データサイエン

スや AI を学修するうえでの基盤的な知識や技能を身につけ、自ら興味・関心のある AI 技

術などを学修し、実践的な課題解決を図ることができる人材が一定数存在することが看取

できた。今後は、「応用基礎レベル」の質を更に向上させることで、Society5.0 の時代に

おける社会の屋台骨を支える有為な人材を育成することを目指す。 

 

３）データサイエンス・AI に関する潜在的な学びの需要について 

 ネットワーク情報学部では、2023 年度（令和 5年度）に２年次進級予定の学生を対象と

してコースの希望調査を行ったところ、Sコース（データサイエンス）が最多の希望者数

となった。なお、Sコース（データサイエンス）を第１希望と回答した学生の割合は、

22.7％であった。 

                                                      
5 リアルタイムで複数人数のキーポイントの検出とマルチスレッドができる OpenCV と

Caffe を使用した C ++のライブラリで画像から人の体や手、顔など合計 130 個のキーポイ

ントを検出することができるリアルタイムシステム。 
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これにより、Sコース（データサイエンス）を希望する学生が多いことから、間接的な

評価とはなるものの、Sコース（データサイエンス）との関連の深い「応用基礎レベル」

の授業内容を評価する学生が一定数存在することが推察される。 

また、専修大学 Siデータサイエンス教育プログラム（リテラシーレベル）におけるア

ンケート結果から、「今年度よりもさらに発展した内容の Siデータサイエンス教育プログ

ラムを受講したい。」との設問項目において、本学部では肯定的回答率が 66.7％を記録

し、全学平均よりも 10％以上高い数値を誇っている。 

さらに、【事例紹介④】で紹介した学生１名からの回答結果とはなるものの、「データサ

イエンス、データエンジニアリング、AI に関する学びを、後輩や友人などのほかの学生に

勧めたいと考えていますか。」との設問項目において、「今後データサイエンス、データエ

ンジニアリング、AI に関する学びは必須になってくると思うのですすめたいと思いま

す。」（原文どおり）との回答があった。 

これらの結果、ネットワーク情報学部においてデータサイエンス、データエンジニアリ

ング、AIに関する潜在的な学びの需要があることが期待されるため、今後はこの需要を掘

り起こすべく様々な施策を検討・実施していく必要があると考える。 

 

（２）「応用基礎レベル」に関わる授業科目の教育内容・方法の把握と改善支援について 

「応用基礎レベル」の授業運営に際しては、「応用基礎レベル」を構成する授業科

目の担当教員の裁量により、AI に関する授業内容を充実させている現状がある。言い

換えると、授業運営が各担当教員に依存しており、プログラムとしての一体性を欠い

ている部分がある。したがって、今後は「応用基礎レベル」の質向上に向けて、担当

教員間の連絡・調整・改善のサイクルを確立することにより、プログラム全体の相乗

効果を更に高める必要がある。 

さらに、本運営委員会では、全学的に推進している「Si データサイエンス教育プロ

グラム（基礎リテラシーレベル）」（令和４年度設置）に対して多くのリソースを注力

したことから、ネットワーク情報学部が設置する「応用基礎レベル」について十分な

広報活動を展開することができなかった。この点については、ネットワーク情報学部

を中心として、令和５年度学修ガイドブックへの掲載や学部ガイダンスによる積極的

な周知、本学で導入している LMS（in Campus）を通じた広報活動を展開していく予定

である。 

 

（３）「応用基礎レベル」の履修状況の把握と改善について 

   先述のとおり、ネットワーク情報学部では Sコースと Dコースの２つのコースを設

置している。この「応用基礎レベル」は、Sコースに所属する２・３・４年次の学生

を主な対象（Sコース学生数：208 名）としており、調査時点における「応用基礎レ

ベル」の履修者数は８名、修了者数は６名に留まる見込みである。その結果、履修率
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は 3.8％（8/208）となり、今後は、履修率の向上に向けた諸方策を検討していく必要

がある。 

本学部の学生が「応用基礎レベル」を構成する授業科目を履修しない主たる要因と

しては、2019（平成 31）年度入学者から Sコース内にデータサイエンスプログラムを

設置しているものの、本学部が設置する AI関連科目が軒並み選択科目に位置付けら

れているため、多くの学生が AI 関連科目を履修しない状況が生まれていると考えら

れる。すなわち、データサイエンスプログラムと AI 関連科目とを繋ぐブリッジの強

化が焦眉の課題となっている。 

その改善策としては、主たる履修者として想定しているデータサイエンスプログラ

ムの履修者に対して、AI関連科目を受講することの必要性やメリットなどを学部ガイ

ダンスなどで強調するとともに、高大接続改革の観点から、入学試験において「情

報」の科目を積極的に活用するなどの対応策を講じ、状況の打開を図る必要があると

考えている。 

 

【学外からの視点】 

（１）産業界からの視点を含めた「応用基礎レベル」の教育内容・方法について 

   添付資料の「令和４年度事例紹介（学修成果）報告書」において、本報告書 P6 の

【事例紹介②】の学生が「～これにより、評価から改善のプロセスに時間を割くこと

の重要性を理解した。」と記述しているが、学部生の段階で“評価から改善のプロセ

ス”に時間をかけることの重要性を理解できたことは、とても素晴らしいことであ

る。加えて、本報告書 P7の【事例紹介③】のように実業の部分を学生のうちから学

修することは本当に重要であると考える。学生のうちから、演習科目を通じて実業の

課題に取り組み、問題を解決するための思考を鍛えぬくことは将来にわたって大きな

財産となろう。 

これらの学修成果を生み出す背景には、「応用基礎レベル」において、演習の場を

通じた“本物の”学修体験を行う授業科目を複数展開し、さらに授業科目によっては

外部講師を招聘していることにあると考える。 

学生には、“本物の”学修体験を通じて、中身のわからない箱物だけを取り扱うこ

との不自然さとそのリスクを学び、そのうえで社会課題に向き合っていくことの大切

さをぜひ理解してもらいたい。 

太田油脂株式会社 常務取締役営業部長 後藤 康夫 氏 

 

私は、地域の課題解決に向けてスタートアップ企業への支援も行っているが、大企

業もスタートアップ企業もデジタルトランスフォーメーションの推進に苦慮している

状況であると認識している。 

５つの事例紹介を拝見すると、わりと身近な問題をテーマに据えて、場合によって
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はコンピュータの中にはない情報を扱って身近な問題を解決していることが看取でき

る。憶測にはなるが、ネットワーク情報学部では、中小企業などの身近な問題を解決

することに秀でた人材を育成できているものと思われる。 

その一方で、現代社会ではデザイン思考がより枢要なポジションを占めてきてお

り、今後は、従来型とデザイン思考の両輪をもって社会課題を解決できる人材を育成

していく必要があると考える。 

専修大学の「応用基礎レベル」はまだ緒に就いたばかりではあるが、これからの社

会変化に即応していくためには、従来型とデザイン思考を併せ持つ優れた人材を継続

的に輩出していくことが期待される。 

広島電鉄株式会社 ＤＸ戦略室 係長 進矢 光明 氏 

 

４ 添付資料 

① 令和４年度事例紹介（学修成果）報告書【Si データサイエンス教育プログラム（応

用基礎レベル）〈ネットワーク情報学部〉】 
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２０２３年度に２年次になることが予定されている学生を対象とした申込結果




